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霊
鍍
と
は
「
お
み
く
じ
」
の
こ
と
で
あ
る
。
近
年
、
沖
縄
の
寺
社
で
も
本
土
風
に
自
動
販
売
の
お
み
く
じ
器
が
設
け
ら
れ
、
柚
い
た

お
み
く
じ
の
札
紙
（
簸
紙
）
を
境
内
の
木
枝
（
最
近
は
指
定
の
縄
）
に
結
び
つ
け
た
光
景
を
多
く
目
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
こ
こ
で
扱
う
霊
簸
は
、
こ
う
し
た
一
枚
づ
っ
札
紙
に
な
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
蕊
番
号
ご
と
に
簸
詩
と
そ
の
解
義
に
よ
る
吉

凶
の
状
況
が
書
か
れ
た
も
の
を
番
号
順
に
配
列
し
－
冊
の
体
裁
を
と
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
御
銭
本
で
あ
る
。
中
国
の
霊
鍍
に
つ
い
て
は
酒

井
忠
夫
・
今
井
字
三
郎
・
吉
元
昭
治
編
著
『
中
国
の
霊
銭
・
薬
蕊
集
成
』
（
風
響
社
、
一
九
九
一
一
年
）
に
よ
っ
て
大
方
の
事
例
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
日
本
で
最
も
流
布
し
た
の
は
、
元
三
大
師
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
、
中
国
の
天
竺
霊
簸
の
系
統
を
引
く
観
音
霊
簸
で
あ

（
１
）

る
が
、
そ
の
御
織
本
が
各
地
に
残
っ
て
い
る
。

（
２
）

中
国
お
よ
び
日
本
霊
蕊
の
研
究
も
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
あ
る
が
、
琉
球
の
霊
銭
に
至
っ
て
は
、
北
谷
町
吉
原
で
一
二
世
相
を
営
ん
で
い

た
金
良
宗
邦
氏
所
蔵
漢
籍
調
査
の
中
間
報
告
書
に
、
『
観
音
霊
籔
』
に
つ
い
て
三
浦
國
雄
氏
が
書
か
れ
た
解
題
が
唯
一
で
あ
る
。

（
３
）

最
近
の
調
査
で
は
、
久
米
島
の
上
江
洲
家
文
書
お
よ
び
士
ロ
浜
家
文
書
の
中
に
霊
銭
が
存
在
す
る
｝
」
と
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で

は
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
も
と
に
、
琉
球
に
伝
わ
る
霊
繊
に
つ
い
て
概
括
的
に
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

琉
球
の
霊
銭
に
つ
い
て

は
じ
め
に

山
里
純
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『
球
陽
』
に
は
こ
の
他
、
尚
真
が
誕
生
し
た
際
、
吉
月
吉
日
吉
時
を
択
び
、
城
を
出
て
南
に
向
い
、
最
初
に
出
会
っ
た
人
を
養
父
と

す
れ
ば
万
寿
千
福
を
得
る
と
の
簸
卜
等
の
占
言
に
も
と
づ
き
、
尚
円
王
は
近
習
の
臣
に
命
じ
て
世
子
と
共
に
南
方
の
島
添
の
道
を
行
か

せ
、
た
ま
た
ま
出
会
っ
た
具
志
頭
郡
の
阿
擢
草
（
花
城
親
方
守
知
）
を
養
親
と
し
た
こ
と
な
ど
も
記
さ
れ
て
い
る
。

国
王
尚
穆
の
も
と
で
三
司
官
を
勤
め
た
伊
江
親
方
朝
睦
の
『
伊
江
親
方
日
々
記
』
に
は
、
上
流
士
族
の
日
常
生
活
に
お
い
て
も
、
し

ば
し
ば
寺
の
長
老
の
元
へ
行
き
占
い
を
求
め
た
こ
と
が
見
え
る
。

例
え
ば
嘉
慶
十
五
年
（
一
八
一
○
）
十
一
月
二
十
三
日
条
に
は
、
昨
日
仲
村
へ
小
鳥
が
飛
び
入
り
、
善
興
寺
に
占
い
を
依
頼
し
た
と

（
１
）
史
料
に
見
え
る
占
い

琉
球
王
国
時
代
に
さ
ま
ざ
ま
な
占
い
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
『
中
山
世
鑑
』
や
『
球
陽
』
の
記
事
か
ら
知
ら
れ
る
。
例
え
ば
『
中
山
世

鑑
』
に
よ
れ
ば
、
奥
間
大
親
と
天
女
と
の
間
に
生
ま
れ
た
察
度
は
父
親
の
言
う
こ
と
も
聞
か
ず
、
地
方
を
放
浪
し
て
い
た
が
、
あ
る
日

勝
連
按
司
の
娘
を
乞
い
に
按
司
の
と
こ
ろ
へ
や
っ
て
く
る
。
最
初
は
猛
烈
に
反
対
し
た
按
司
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
娘
の
強
い
意
志
に

折
れ
、
自
ら
も
易
占
を
行
っ
た
と
こ
ろ
「
乾
ノ
初
九
」
に
当
た
っ
た
こ
と
か
ら
、
娘
を
察
度
に
与
え
る
こ
と
に
し
た
と
い
う
。
す
な
わ

こ
う

ち
初
九
文
辞
の
「
潜
龍
」
を
、
将
来
王
に
な
る
大
器
と
占
断
し
た
わ
け
で
あ
る
。
｝
」
の
よ
う
に
同
書
に
は
『
易
経
』
の
記
事
を
挙
げ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
『
中
山
世
鑑
』
が
成
立
す
る
一
六
五
○
年
頃
に
は
す
で
に
琉
球
に
易
占
の
知
識
が
入
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
著
者

の
向
象
賢
羽
地
朝
秀
は
、
察
度
が
生
ま
れ
た
時
か
ら
将
来
、
王
に
な
る
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
羽
衣
伝
説
と
『
易
経
』
の
知
識
を

駆
使
し
て
記
述
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
『
球
陽
』
に
は
、
按
司
が
「
卜
遼
」
を
行
い
、
娘
は
王
妃
に
な
る
兆
が
あ
る
と
の
結
果
が
出
た

駆
使
し
て
記
述
し
た
の
で
あ
る
。

の
で
、
結
婚
を
許
し
た
と
あ
る
。

琉
球
王
国
時
代
の
霊
鍵
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抽
繊
は
旅
先
か
ら
の
帰
帆
時
期
を
占
う
時
に
も
行
わ
れ
て
い
る
。
嘉
慶
十
八
年
（
一
八
一
三
）
十
月
三
日
条
に
よ
れ
ば
、
親
方
の
帰

帆
を
待
ち
兼
ね
て
先
日
善
興
寺
に
占
い
を
依
頼
し
た
ら
、
三
日
か
ら
六
日
ま
で
の
四
日
間
に
帰
帆
す
る
で
あ
ろ
う
、
も
し
そ
の
間
に
帰

帆
し
な
け
れ
ば
、
十
四
日
か
十
五
日
に
は
帰
帆
す
る
筈
と
の
「
御
蕊
之
意
趣
」
を
書
い
た
も
の
を
渡
さ
れ
た
と
い
う
。

後
十
時
）
時
分
に
眉

い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
ろ
、
家
族
の
中
に
は
運
気
が
弱
い
人
も
い
る
の
で
浜
卸
し
た
方
が
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
酉
の
刻
（
午
後
五
時
～
七
時
）
時
分

に
小
那
覇
村
へ
出
か
け
た
と
あ
る
。
浜
卸
の
際
は
家
族
全
員
が
浜
辺
に
出
て
一
晩
過
ご
し
、
翌
日
帰
宅
す
る
の
で
あ
る
。
嘉
慶
十
四
年

六
月
十
日
に
も
同
様
な
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
時
は
夜
五
ッ
（
午
後
八
時
）
時
分
か
ら
浜
卸
先
に
出
か
け
、
翌
日
の
夜
の
四
ッ
（
午

後
十
時
）
時
分
に
帰
宅
し
て
い
る
。
こ
の
日
の
記
録
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
占
い
の
依
頼
を
受
け
た
実
応
長
老
が
銭
を
引
き
占
断
し
て

久
米
島
の
上
江
洲
家
文
書
に
は
御
鍍
の
実
態
を
伝
え
る
興
味
深
い
資
料
が
あ
る
。
閏
の
語
は
上
江
洲
家
文
書
で
広
く
占
卜
の
意
味
で

用
い
ら
れ
て
お
り
、
必
ず
し
も
霊
簸
に
限
定
で
き
な
い
が
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
（
史
料
番
号
二
五
九
）
。

私
妻
事
今
月
八
日
之
夜

歯
を
藩
候
与
よ
み
を
見

吉
凶
御
闘
御
拝
被
成

可
被
下
候
此
段
御
頼
奉
申
上
侯

至
極
念
遣
奉
存
侯
間
乍
恐

（
２
）
御
蕊
の
実
例
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こ
れ
に
よ
れ
ば
、
久
米
島
具
志
川
間
切
地
頭
代
の
上
江
洲
親
雲
上
は
妻
が
夜
中
に
歯
を
落
と
し
た
よ
み
（
夢
）
を
見
た
の
で
、
西
福

寺
に
、
吉
凶
御
鬮
を
行
い
Ｐ
そ
の
詳
細
を
文
書
に
書
い
て
送
っ
て
欲
し
い
と
依
頼
し
て
い
る
。

さ
ら
に
西
福
寺
か
ら
上
江
洲
家
に
宛
て
た
御
織
に
関
す
る
文
書
も
あ
る
（
史
料
番
号
二
五
九
）
。

文
書
の
法
量
は
縦
十
三
・
一
一
一
セ
ン
チ
、
横
四
十
八
セ
ン
チ
。
宛
名
の
名
前
の
部
分
が
虫
喰
い
の
た
め
不
明
だ
が
、
恐
ら
く
上
江
洲
家

の
当
主
で
あ
ろ
う
。
内
容
は
霊
鍵
の
判
断
で
、
上
江
洲
家
か
ら
の
依
頼
に
対
し
て
西
福
寺
か
ら
の
い
わ
ば
回
答
で
あ
る
。
以
下
が
そ
の

文
書
で
あ
る
が
、
内
容
の
説
明
の
都
合
上
、
番
号
を
付
す
。

五
十
五
男
①

③
清
閑
無
憂
静
処
坐

飽
后
喫
茶
困
時
臥

以
上

上
江
洲
親
雲
上

七
月
九
日

附
吉
凶
委
御
記
被

成
下
度
是
又
御
頼
奉
申
上
侯

久
米
島
具
志
川
間
切
地
頭
代

三
十
一
番
②
大
吉
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④
守
旧
安
然
、
叩
間
神
仙

直
待
時
来
、
事
亦
偶
然

（
術
力
）

⑤
解
曰
、
此
卦
守
旧
安
然
之
象
、
凡
事
待
時
至
時
吉
也

⑥
私
曰
、
運
気
吉
是
ヨ
リ
先
様
、
身
心
清
静
ニ
シ
テ
、
世
話
苦
労
、
無
禍
之
卦
、
安
全
大
吉
也

③
金
鳥
西
墜
兎
東
生

④
心
中
無
事
所
作
有
功

⑤
解
曰
、
此
卦
、
陰
長
陽
消
之
象

⑥
私
曰
、
此
卦
ハ
日
月
循
環
所
作

放
下
身
心
不
用
忙

必
定
不
招
災
與
禍

士
農
工
貿
各
従
心

僧
道
得
知
無
不
和

如
弓
上
箭

日
夜
循
環
古
至
今

□
滞
之
卦
終
有
功
名
也

凡
事
遂
意
□
兆
也

四
十
二
女
①時
当
空

十
八
番
②
大
吉

－１９１－



③
は
霊
銭
の
そ
れ
ぞ
れ
三
十
一
番
と
十
八
番
の
七
言
四
句
の
漢
文
（
押
韻
）
か
ら
成
る
本
文
（
簸
詩
）
で
、
④
は
簸
詩
に
対
す
る
解

義
で
あ
る
。
⑤
も
銭
詩
に
対
す
る
解
義
で
、
「
解
し
て
曰
く
、
此
卦
は
（
…
）
の
象
、
凡
そ
事
は
（
…
）
（
吉
凶
の
占
断
語
）
也
」
の
形

式
か
ら
成
る
。
①
～
⑤
ま
で
は
手
元
に
あ
っ
た
御
銭
本
観
音
霊
鍍
の
三
十
一
番
と
十
八
番
の
記
事
を
写
し
た
も
の
で
、
⑥
は
西
福
寺
の

住
職
に
よ
る
解
義
と
見
ら
れ
る
。
⑦
は
こ
の
文
書
の
作
製
さ
れ
た
年
の
十
二
支
で
あ
る
。
，

上
江
洲
家
文
書
に
は
、
こ
う
し
た
差
出
人
、
年
月
日
、
宛
名
の
入
っ
た
文
書
形
式
は
と
ら
ず
、
①
の
被
占
者
の
年
齢
と
性
別
、
②
の

観
音
霊
簸
の
蕊
番
号
と
吉
凶
の
別
、
③
の
簸
詩
と
④
の
解
義
の
み
が
書
か
れ
た
文
書
が
他
に
四
通
残
っ
て
い
る
。
（
史
料
番
号
二
六

一
、
二
六
○
、
Ｙ
六
五
、
Ｙ
一
○
九
）
そ
の
う
ち
の
一
通
は
、
男
の
年
齢
が
五
十
五
歳
、
女
が
四
十
二
歳
と
前
掲
の
文
書
と
同
じ
で

あ
る
こ
と
か
ら
同
年
に
少
な
く
と
も
一
一
回
占
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
に
は
男
は
「
地
頭
代
上
江
洲
」
と
あ
り
、
女
は

「
同
人
妻
」
と
は
っ
き
り
と
書
か
れ
て
い
る
。
な
お
こ
の
時
の
結
果
は
男
（
当
主
）
が
四
十
五
番
で
大
吉
、
そ
の
妻
は
六
十
二
番
で
吉

と
な
っ
て
い
る
。
同
文
書
に
は
、
も
う
一
人
二
十
歳
の
「
上
江
洲
に
や
妻
う
し
」
に
対
す
る
五
十
九
番
凶
の
抽
鍍
結
果
も
見
え
る
。

も
う
一
通
は
「
五
十
六
卯
上
江
洲
」
と
あ
る
の
で
翌
年
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
虫
喰
が
ひ
ど
い
が
、
四
十
四
番
の
鍍
詩
と
解
義
の
一

を
示
す
。

①
は
上
江
洲
家
の
運
勢
を
占
っ
て
も
ら
う
べ
き
人
の
年
齢
と
性
別
で
あ
る
。
②
は
霊
鍍
の
番
号
で
、
い
ず
れ
も
大
吉
に
当
た
る
こ
と

上
江
［

酉
⑦三
月
十
一
日
於
佛
前
記
之

西
福
寺

｣■
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（
４
）

西
福
寺
が
久
米
村
に
再
建
さ
れ
た
正
確
な
時
期
は
わ
か
ら
な
い
が
、
真
境
ダ
ロ
安
興
氏
の
備
忘
録
に
よ
れ
ば
、
「
雍
正
七
年
（
一
七
一
一

九
）
己
酉
七
月
二
十
日
の
日
記
」
に
久
米
村
の
境
内
に
あ
っ
た
七
つ
の
寺
に
西
福
寺
が
見
え
る
の
で
、
遅
く
と
も
一
七
二
九
年
（
享
保

十
四
）
ま
で
に
は
再
建
さ
れ
て
い
る
。
『
琉
球
産
業
制
度
資
料
』
第
十
巻
「
古
老
集
記
類
の
二
」
に
よ
れ
ば
、
同
治
八
年
（
明
治
二
、

一
八
六
九
）
当
時
、
西
福
寺
は
久
米
村
に
あ
り
護
国
寺
の
末
寺
と
な
っ
て
い
る
が
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
の
大
蔵
省
の
調
査
時
に

は
聖
現
寺
の
住
職
が
兼
ね
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
明
治
十
五
年
の
「
社
寺
取
調
原
書
」
に
宗
派
は
真
言
宗
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
明
治
十
五
年
の
時
点
ま
で
の
存
在
は
確
認
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
の
消
息
は
不
明
で
、
ま
も
な
く
廃
絶
し
た
ら
し
い
。
こ

の
文
書
に
見
え
る
西
福
寺
は
恐
ら
く
再
建
後
の
寺
で
あ
ろ
う
が
、
正
確
な
年
代
は
把
握
で
き
な
い
。

上
江
洲
家
の
占
い
を
行
っ
た
の
は
西
福
寺
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
上
江
洲
家
文
書
に
は
さ
ら
に
、
依
頼
を
受
け
た
大
田
筑
登
之
親
雲

れ
た
。
そ
の
後
、
浄
公
寺
の
旧
竺

持
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
と
い
う
。

部
が
見
え
る
。
三
通
目
は
二
十
三
歳
と
四
十
二
歳
の
「
上
江
洲
」
に
つ
い
て
、
観
音
霊
蕊
の
そ
れ
ぞ
れ
三
十
五
番
、
六
十
六
番
の
鍵
詩

と
解
義
が
見
え
る
。
四
通
目
は
不
明
被
占
者
、
十
三
歳
戌
年
の
嫡
子
、
十
五
歳
申
年
の
女
子
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
八
十
番
、
五
十
四

番
、
一
一
一
十
二
番
の
鍍
詩
と
解
義
が
見
え
る
が
、
三
通
目
と
四
通
目
は
一
対
の
文
書
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
に
は
差
出
人
や
宛
名

の
箇
所
は
な
い
が
、
上
江
洲
家
と
西
福
寺
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

上
江
洲
家
が
占
い
を
依
頼
し
た
西
福
寺
は
、
一
六
０
三
年
か
ら
六
年
ま
で
那
覇
に
滞
在
し
た
袋
中
が
帰
国
後
に
著
し
た
『
琉
球
神
道

記
』
に
、
阿
弥
陀
如
来
道
場
と
し
て
見
え
る
の
が
初
見
で
あ
る
。

『
球
陽
』
尚
清
王
十
三
年
条
の
附
、
ま
た
光
緒
五
年
（
明
治
十
二
、
一
八
七
九
）
写
本
の
『
那
覇
由
来
記
』
に
よ
れ
ば
、
西
福
寺
は

阿
弥
陀
如
来
を
本
尊
と
し
、
か
っ
て
東
光
寺
の
西
方
（
泉
崎
橋
付
近
）
に
あ
っ
た
が
、
一
六
六
六
～
七
年
頃
に
廃
絶
し
、
寺
は
売
却
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
浄
公
寺
の
旧
跡
（
久
米
村
）
に
あ
っ
た
桂
林
寺
を
改
建
し
て
阿
弥
陀
如
来
を
奉
安
し
、
浄
土
宗
の
僧
侶
を
そ
こ
に
住
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観
音
霊
蕊
と
い
え
ば
、
日
本
で
は
天
台
宗
の
高
僧
良
源
（
慈
慧
大
師
）
の
俗
名
で
あ
る
元
三
大
師
の
名
を
冠
し
た
御
鍍
本
が
知
ら
れ

（』①）

て
い
る
。
そ
の
源
流
に
、
室
町
時
代
に
は
伝
来
が
確
認
さ
れ
る
中
国
の
天
時
二
霊
籔
が
存
在
し
た
こ
と
は
、
す
で
に
酒
井
忠
夫
氏
が
指
摘

（
５
）

（
７
）

し
て
い
る
が
、
そ
の
天
竺
霊
鍍
と
元
一
一
一
大
師
の
結
び
つ
き
は
江
戸
時
代
初
期
と
見
ら
れ
て
い
る
。
琉
球
に
も
こ
の
種
の
御
鍍
本
が
伝
来

し
て
お
り
、
石
垣
で
三
世
相
を
営
ん
で
い
た
故
新
垣
隆
宏
氏
所
蔵
の
文
書
類
（
新
垣
家
文
書
）
の
中
に
、
大
正
九
年
刊
行
の
宮
崎
八
十

八
箸
『
百
占
闘
』
（
大
阪
宮
崎
一
二
堂
蔵
版
）
が
あ
る
。
鍵
詩
や
解
義
の
部
分
は
『
永
代
大
雑
書
萬
暦
大
成
』
と
同
文
で
あ
る
が
、

上
が
上
江
洲
親
雲
上
に
対
し
て
、
臨
海
寺
座
主
が
抽
籔
し
た
家
長
（
本
人
）
と
妻
、
長
子
の
運
勢
判
断
の
結
果
を
伝
え
た
文
書
が
残
さ

れ
て
い
る
（
史
料
番
号
五
八
二
）
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
観
音
霊
銭
二
十
四
、
七
十
七
、
六
十
三
各
番
の
簸
詩
、
卦
、
解
義
と
、
臨
海

寺
座
主
の
も
の
と
思
わ
れ
る
解
義
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
西
福
寺
の
も
の
は
北
谷
町
の
三
世
相
が
所
持
し
て
い
た

観
音
霊
銭
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
臨
海
寺
の
も
の
は
若
干
の
差
異
が
あ
り
、
系
統
の
異
な
る
観
音
霊
銭
を
用
い
て
い
た
こ

と
が
推
測
さ
れ
る
。
な
お
大
田
筑
登
之
親
雲
上
は
、
こ
の
判
断
に
満
足
せ
ず
さ
ら
に
易
者
な
ど
に
も
占
っ
て
も
ら
う
よ
う
喜
久
永
と
い

う
人
物
に
申
し
伝
え
た
こ
と
も
書
き
留
め
て
い
る
。

と
ん
ど
う

う
Ｉ
ち

ち
な
み
に
臨
海
寺
は
真
言
宗
で
、
識
国
寺
の
末
寺
。
那
覇
港
の
通
堂
と
一
一
一
重
城
に
至
る
長
堤
の
途
中
に
あ
っ
た
の
で
沖
の
寺
と
も
称

さ
れ
た
。
明
治
四
十
一
年
に
（
一
九
○
八
）
築
港
工
事
の
た
め
首
里
末
吉
町
に
移
転
し
た
が
、
沖
縄
戦
で
消
失
。
昭
和
四
十
二
年

（
一
九
六
七
）
に
那
靭
市
安
謝
に
再
建
さ
れ
た
。
寺
の
草
創
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
慶
長
八
年
（
一
六
○
三
）
か
ら
三
年
間
琉
球
に

滞
在
し
た
浄
土
宗
の
僧
袋
中
の
『
琉
球
神
道
記
』
や
『
喜
安
日
記
』
の
慶
長
十
六
年
（
一
六
二
）
の
記
事
に
は
そ
の
寺
名
が
見
え
る
。

二
琉
球
に
伝
わ
る
観
音
霊
蕊
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書
有
限
公
司
、
’
九
ｍ

的
に
は
同
じ
で
あ
る
。

こ
れ
に
は
絵
が
入
っ
て
い
る
。
ま
た
上
江
洲
家
文
書
（
史
料
番
号
八
四
一
一
）
に
も
、
縦
二
十
六
・
三
セ
ン
チ
、
横
三
十
九
・
六
セ
ン
チ

の
一
枚
の
紙
に
「
四
十
四
解
書
」
「
二
十
右
同
」
「
六
十
八
右
同
」
と
し
て
、
元
一
一
一
大
師
御
織
本
の
四
十
四
、
二
十
、
六
十
の
鍵
番
号
に

対
応
す
る
解
義
部
分
の
み
書
か
れ
た
も
の
が
あ
る
。
『
永
代
大
雑
書
萬
暦
大
成
』
と
は
字
句
が
若
干
異
な
る
が
、
内
容
は
同
一
で
あ
り
、

同
系
統
の
御
鑛
本
か
ら
書
き
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
琉
球
に
は
、
こ
う
し
た
日
本
系
統
の
も
の
と
は
異
な
る
観
音
霊
銭
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
前
節
で
取
り
上
げ
た
上
江
洲

家
文
書
に
お
い
て
、
西
福
寺
や
臨
海
寺
の
僧
侶
が
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
観
音
霊
鍍
が
そ
の
例
で
あ
る
。
同
じ
も
の
が
北
谷
町
吉
原
で

三
世
相
を
営
ん
で
い
た
故
金
良
宗
邦
氏
所
蔵
の
文
書
（
金
良
宗
邦
文
書
）
お
よ
び
八
重
山
の
糸
洲
家
文
書
に
も
存
在
す
る
が
、
こ
れ
ら

は
ド
イ
ツ
人
の
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
バ
ン
ク
が
台
湾
・
香
港
・
東
南
ア
ジ
ア
で
集
め
た
霊
簸
弓
中
国
霊
銭
研
究
』
に
収
載
、
台
湾
龍
記
図

書
有
限
公
司
、
一
九
七
六
年
）
の
中
の
、
台
湾
彰
化
県
鹿
港
の
龍
山
寺
の
も
の
や
、
台
湾
台
北
県
五
股
郷
の
凌
雲
禅
寺
の
も
の
と
系
統

糸
洲
家
文
書
に
は
こ
の
他
、
台
湾
台
北
県
延
平
区
の
醒
心
堂
の
霊
籔
と
同
系
の
写
本
も
あ
る
。
ま
た
八
重
山
の
竹
原
家
文
書
や
久
米

（
８
）

島
の
与
世
永
家
文
書
に
は
中
国
の
『
萬
賓
全
書
』
も
あ
り
、
そ
の
中
に
は
さ
ら
に
別
系
統
の
観
音
霊
籔
（
観
音
佛
祖
霊
感
銭
詩
）
や
関

帝
霊
感
銭
詩
も
収
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
琉
球
に
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
中
国
の
御
簸
本
が
多
く
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

金
良
宗
邦
氏
所
蔵
の
観
音
霊
鑑
を
三
浦
國
雄
氏
の
「
解
題
」
を
参
照
し
な
が
ら
紹
介
す
る
と
、
巻
頭
に
道
光
三
年
庚
戌
（
一
八
一
一
三

年
、
た
だ
し
干
支
が
不
整
合
）
の
日
付
を
持
つ
善
橋
鄭
元
偉
（
善
橋
は
号
名
）
の
序
が
置
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
明
善
先

生
」
か
ら
観
音
霊
籔
の
一
番
か
ら
百
番
ま
で
の
「
解
明
意
義
」
を
再
三
再
四
依
頼
さ
れ
、
と
う
と
う
断
り
き
れ
ず
に
愚
見
を
書
い
た
と

あ
る
。
「
明
善
先
生
」
が
ど
う
い
う
人
物
で
あ
る
か
は
不
明
だ
が
、
鄭
元
偉
は
湖
城
親
方
と
称
さ
れ
、
’
七
九
一
一
年
生
ま
れ
の
沖
縄
を

代
表
す
る
書
家
の
一
人
。
現
在
沖
縄
県
立
博
物
館
の
玄
関
ホ
ー
ル
に
飾
ら
れ
て
い
る
「
徳
高
」
の
扁
額
は
、
彼
の
書
で
あ
る
。
書
家
の
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鄭
元
偉
が
御
簸
の
解
義
を
行
い
、
御
簸
本
の
序
文
を
書
い
て
い
る
こ
と
は
意
外
で
あ
る
が
、
彼
は
中
国
や
日
本
へ
の
渡
航
歴
も
あ
り
、

そ
う
し
た
経
験
の
中
で
霊
簸
の
知
識
を
身
に
付
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

次
に
中
身
に
つ
い
て
見
て
い
く
が
、
前
掲
の
上
江
洲
家
文
書
と
対
比
す
る
た
め
に
同
じ
銭
番
号
を
挙
げ
る
こ
と
に
す
る
（
返
り
点
は

補
っ
た
箇
所
が
あ
る
。
ま
た
傍
線
や
番
号
、
〔
〕
は
説
明
の
関
係
で
付
し
た
も
の
、
□
は
不
明
字
を
表
す
。
）
。

⑤
解
曰
、
此
ノ
卦
ヤ
、
陰
長
陽
消
之
象
、
凡
事
遂
レ
意
之
兆
也

〔
解
義
１
〕
言
ハ
従
し
古
至
し
今
、
日
落
詞
西
山
一
、
月
生
二
東
海
一
、
日
夜
循
環
不
し
止
、
人
之
禍
福
消
長
、
然
能
知
二
仏
道
篤
信
践
行
一
、

則
元
二
往
不
Ｆ
利
而
士
農
工
商
亦
各
従
し
意
得
し
利
、
此
所
し
為
有
し
功
、
如
二
弓
上
箭
一
時
当
Ｆ
空
、
凡
事
遂
し
意
之
兆
也

〔
解
義
２
〕
此
ノ
気
ヤ
月
日
ノ
落
夕
上
上
タ
ヒ
ノ
象
也
古
ヨ
リ
今
マ
デ
日
ヤ
上
テ
西
ノ
山
二
落
テ
レ
パ
月
ヤ
東
ノ
海
ヨ
リ
上

テ
日
夜
循
環
シ
テ
不
止
人
ノ
禍
福
喜
怒
ス
ル
コ
ト
モ
亦
夕
如
此
此
レ
ニ
当
ル
ハ
凡
事
旧
キ
事
ヤ
投
棄
テ
、
新
夕

事
二
向
ヒ
テ
思
上
反
覆
シ
言
モ
反
覆
サ
ン
コ
ト
ニ
平
日
敬
誠
ノ
道
チ
尽
シ
テ
上
天
信
重
セ
ハ
自
然
二
神
佛
ノ

④
心
中
無
し
事
所
し
作
有
し
功

拾
捌
②
鍵

③
金
鳥
西
墜
兎
東
生

如
二
弓
上
箭
一
時
当
修
空

士
農
工
賞
各
従
し
心

日
夜
循
環
古
至
し
今

僧
道
得
し
知
無
し
不
し
和 卯
宮
震
吉
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必
定
不
し
招
二
災
與
祓
禍

④
守
レ
旧
安
然
、
叩
二
間
神
仙
一

直
待
二
時
来
一
、
事
亦
偶
然

参
拾
壱
②
銭

③
清
閑
元
し
憂
静
処
坐

⑤
解
曰
、
此
卦
、
守
レ
旧
安
然
之
象
、
凡
事
待
二
時
至
一
則
吉
也

〔
解
義
１
〕
言
安
然
無
し
憂
、
坐
二
居
静
処
一
、
飽
後
飲
レ
茶
、
困
レ
時
便
眠
放
し
心
、
不
し
用
二
慌
忙
一
、
必
定
不
し
招
二
災
禍
一
。
此
守
レ
旧

安
然
之
象
。
凡
事
待
二
時
之
至
一
、
則
吉
也
。

〔
解
義
２
〕
此
ノ
気
ヤ
凡
事
旧
業
守
テ
心
ヤ
安
静
ニ
シ
テ
時
キ
侍
ツ
ノ
象
ナ
リ
此
レ
ニ
当
ル
人
ヤ
心
ヤ
安
静
ニ
シ
テ
ノ
ガ
ミ

エ
ン
ナ
イ
ラ
ン
処
ル
ー
居
テ
肝
ガ
サ
ガ
サ
肝
タ
ト
タ
ト
サ
ン
ゴ
ト
ニ
何
事
モ
敬
メ
行
テ
神
仏
ヲ
信
念
シ
テ
時
キ

ノ
至
ル
ヲ
待
ハ
自
ノ
神
仏
ノ
御
助
ケ
ニ
逢
テ
順
二
道
筋
尋
ネ
求
メ
ラ
シ
テ
此
カ
ラ
ヤ
凡
事
モ
意
ノ
恩
ル
侭
二
合

テ
喜
福
ヲ
受
ケ
ル
ナ
リ

あ
ら
た
め
て
こ
の
霊
銭
の
形
式
を
見
て
お
こ
う
。
②
は
霊
簸
番
号
、
③
は
鑛
詩
、
④
は
鍵
詩
に
対
す
る
解
義
、
⑤
は
「
解
し
て
曰
く
、

放
二
下
身
心
一
不
レ
用
し
忙

飽
后
喫
レ
茶
困
レ
時
臥

御
助
二
逢
テ
何
事
モ
意
ノ
思
ル
侭
二
遂
テ
凡
事
倣
事
謀
事
ヤ
成
就
シ
テ
勲
功
立
テ
ル
コ
ト
ハ
猶
ヲ
弓
ノ
上
二
箭
ヤ

掛
ケ
テ
ー
時
二
的
ト
ー
当
ル
カ
如
ク
ニ
シ
テ
意
遂
テ
喜
福
受
ル
ナ
リ

末
宮
坤
末
吉
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前
述
の
通
り
、
同
系
の
観
音
霊
鍵
は
八
重
山
の
糸
洲
家
文
書
の
中
に
も
存
在
す
る
。
こ
れ
も
比
較
の
た
め
十
八
番
と
三
十
一
番
を
挙

げ
て
お
く
（
傍
線
や
番
号
は
説
明
の
関
係
で
付
し
た
も
の
、
□
は
不
明
字
を
表
す
）
。

ま
た
④
⑤
の
解
義
の
他
に
、
⑤
の
後
に
〔
解
義
１
〕
、
文
書
の
天
の
余
白
に
〔
解
義
２
〕
が
書
か
れ
て
い
る
。
特
に
〔
解
義
２
〕
に

は
「
今
カ
ラ
ヤ
」
「
…
サ
ン
ゴ
ト
ニ
」
「
…
ヤ
ス
ガ
」
な
ど
、
文
中
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
琉
球
語
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
解
義
は
台
湾
で

発
行
さ
れ
て
い
る
霊
簸
に
は
な
い
の
で
、
三
浦
氏
が
推
測
す
る
よ
う
に
〔
解
義
１
〕
が
明
善
先
生
、
〔
解
義
２
〕
が
鄭
元
偉
の
作
で
あ

此
卦
は
（
…
）
の
象
、
凡
そ
軍

で
あ
る
。
た
だ
金
良
宗
邦
氏
諾

「
未
宮
坤
末
吉
」
と
あ
る
。

こ
の
観
音
霊
蕊
の
写
本
は
金
良
宗
邦
氏
の
母
方
の
祖
父
が
所
持
し
て
い
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、
宗
邦
氏
は
こ
れ
を
不
用
と
な
っ

た
陸
軍
「
功
績
名
簿
」
の
紙
に
筆
写
し
（
表
紙
に
は
一
九
四
六
年
と
見
え
る
）
、
使
用
し
て
い
た
と
い
う
。

る
可
能
性
が
高
い
。

・
第
十
八
②
鍵
卯
ノ
宮
吉

テ
ダ
ノ
ニ
・
ン
ニ
ウ
テ
Ⅷ
，
ウ
ッ
キ
ヒ
ガ
シ

③
愈
ハ
金
鳥
西
墜
パ
玉
兎
ヤ
東
カ
ラ
［
以
下
不
明
］

ヒ
ル
コ
ル

ム
カ
シ

ヌ
ウ

日
モ
夜
モ
循
環
シ
テ
古
カ
ラ
今
マ
デ
凡
変
ヌ
ナ
リ
「

シ
ロ
シ
エ
イ

コ
コ
、
ニ

イ
ユ
ル

ー
ナ
、
ン

恰
ド
爾
ガ
和
談
和
ヘ
ロ
シ
テ
夜
日
働
ド
ン
ス
ハ
此
鍍
得
ス
ル
コ
ト
ハ
利
カ
ナ
ワ
ン
デ
謂
コ
ト
ハ
無
ナ
リ

ヒ
ソ
サ
ン

タ
ハ
タ
ケ

シ
タ
釘
デ
キ
ル

筆
算
サ
ワ
ン
田
畠
サ
ワ
ン
諸
細
工
サ
ワ
ン
買
物
サ
ワ
ン
各
心
二
従
テ
出
来
ナ
リ

（
…
）
の
象
、
凡
そ
事
は
（
…
）
（
吉
凶
の
占
断
語
）
也
」
の
形
式
か
ら
成
る
解
義
。
こ
れ
ら
は
上
江
洲
家
文
書
と
ほ
ぼ
同
文

た
だ
金
良
宗
邦
氏
所
蔵
観
音
霊
簸
に
は
、
銭
番
号
の
下
に
、
十
八
鍵
（
番
）
は
「
卯
宮
震
吉
」
、
三
十
五
銭
（
番
）
は
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こ
こ
で
は
③
の
簸
詩
の
部
分
が
解
説
風
に
な
っ
て
い
る
。
文
字
の
異
な
る
点
を
指
摘
す
れ
ば
、
十
八
番
の
「
買
物
」
の
字
は
上
江
洲

家
文
審
で
は
「
士
農
工
質
」
で
あ
る
。
金
良
宗
邦
氏
所
蔵
観
音
霊
籔
の
③
鍍
詩
で
は
「
責
」
と
あ
り
、
〔
解
義
１
〕
で
は
「
商
」
と
あ

る
。
な
お
中
国
の
霊
簸
で
は
「
商
」
と
な
っ
て
い
る
。
三
十
一
番
で
は
、
金
良
宗
邦
本
や
上
江
洲
家
文
書
の
「
飽
し
後
は
茶
を
喫
し
」

が
「
飢
ニ
ハ
飯
を
食
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
台
湾
・
凌
雲
禅
寺
の
御
織
に
「
飢
時
吃
飯
」
に
近
い
。
し
か
し
そ
れ
に
は
「
吃
ニ
ハ
茶
ヲ
喫
」

と
い
う
文
言
は
な
い
。
「
飢
」
に
「
ヤ
ア
シ
ャ
」
と
八
重
山
方
言
の
ル
ビ
が
付
さ
れ
て
い
る
。

糸
洲
家
文
書
の
霊
鑛
に
は
金
良
宗
邦
氏
所
蔵
観
音
霊
簸
の
〔
解
義
１
〕
〔
解
義
２
〕
は
も
ち
ろ
ん
、
④
の
解
義
に
相
当
す
る
記
事
は

な
く
、
⑤
の
「
此
ノ
卦
」
で
始
ま
る
解
義
も
両
者
若
干
の
差
異
が
あ
る
。
な
お
冒
頭
の
「
愈
凸
の
語
は
、
四
十
八
番
か
ら
八
十
一
番

ま
で
は
「
臂
ハ
」
に
あ
り
、
八
十
三
番
以
降
は
「
タ
ト
ヘ
ハ
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
「
職
ハ
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

今
の
と
こ
ろ
、
一
番
か
ら
百
番
ま
で
完
備
し
た
御
簸
本
観
音
霊
銭
が
確
認
さ
れ
る
の
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
が
、
上
江
洲
家
文
書
に

招
ル
コ
ト
ハ
無
キ
ナ
リ

モ
ト
ヤ
ス
ラ
カ
ニ

⑤
此
卦
ヤ
旧
守
テ
安
然
ス
ル
象
凡
ノ
事
ノ
分
一
一
守
テ

ト
、
ナ

ス
ハ
几
ソ
事
モ
偶
テ
圭
ロ
コ
ト
ノ
有
卜
云
コ
ト
ナ
リ

ヨ
ル
ナ
ガ
ク
ヒ
ル
ヘ
ル

ヲ
モ
ヒ

⑤
此
卦
ャ
陰
ノ
長
ナ
レ
バ
陽
ハ
梢
ノ
象
凡
ス
ル
事
ハ
ロ
Ｈ
モ
夜
モ
ョ
ウ
勤
テ
働
パ
働
程
意
ゴ
ト
遂
テ
昌
卜
云
コ
ト
ナ
リ

第
三
十
一
②
籔
末
ノ
宮
末
吉

ヨ
シ
ウ
マ
リ
チ
ュ
ラ
こ
マ
エ
テ

ウ
レ
ヒ

イ
フ
テ
ナ
ク
シ
ズ
カ
ト
コ
ロ
ヨ
ル

③
愈
ハ
士
口
生
シ
テ
清
閑
得
ヌ
ウ
（
何
）
ノ
憂
ゴ
ト
ン
テ
調
モ
無
静
ナ
処
二
坐
ナ
リ

ヤ
ア
シ
ャ
メ
シ
ケ
ラ
イ
カ
ワ
チ
イ
チ
午
ノ
ミ
ク
タ
ピ
リ
．
『
‐
キ
ネ
ム
リ

コ
コ
■
ウ
チ
ユ
ル
Ｔ
ソ
ガ
シ
イ
モ
チ
ヒ

飢
ニ
ハ
飯
食
吃
ニ
ハ
茶
ヲ
喫
因
ル
時
ハ
臥
シ
テ
ナ
リ
心
放
下
忙
コ
ト
ハ
用
ラ
ン
コ
ト
ナ
リ

マ
ズ
チ
ュ

凡
ノ
事
ノ
分
二
守
テ
神
仏
ア
ガ
メ

ト
ウ
ヒ

チ
ウ
ス

又
夕
世
間
モ
ノ
シ
リ
ー
ー
吉
事
間
タ
ン
ネ
、
テ
時
ノ
来
待
ド
ン

キ
ハ
メ
ワ
サ
ワ
イ

ソ
コ
ナ
ヒ

必
テ
災
ゴ
ト
モ
禍
ゴ
ト
モ

199



午
年
は
大
正
七
年
二
八
八
五
）

本
を
参
照
し
た
可
能
性
は
あ
る
。

久
米
島
の
吉
浜
家
文
書
に
は
、
一
九
五
四
年
に
吉
浜
鶏
林
（
智
改
）
氏
が
ま
と
め
た
『
行
年
運
琉
訳
』
と
い
う
冊
子
が
あ
る
（
整
理

番
号
二
五
、
新
版
と
称
す
）
。
同
じ
も
の
は
『
暦
書
・
呪
符
・
霊
銭
』
と
仮
表
題
が
付
け
ら
れ
た
冊
子
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
が
（
整

理
番
号
一
○
、
旧
版
と
称
す
）
、
前
者
は
後
者
の
改
訂
版
の
よ
う
で
あ
る
。
新
版
の
表
紙
に
は
年
代
の
下
に
「
朝
鮮
文
」
と
あ
る
の
で
、

原
本
は
ハ
ン
グ
ル
で
書
か
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

吉
浜
智
改
氏
は
明
治
十
八
年
二
八
八
五
）
生
ま
れ
で
、
明
治
三
十
八
年
に
兵
役
に
服
し
、
同
四
十
年
に
韓
国
の
憲
兵
隊
の
予
後
備

役
憲
兵
下
士
上
等
兵
の
募
集
に
応
じ
て
韓
国
へ
渡
っ
て
い
る
。
陸
軍
憲
兵
軍
曹
、
さ
ら
に
朝
鮮
総
督
府
設
置
後
は
総
督
府
警
部
と
な
り
、

七
ヶ
年
勤
務
し
た
後
、
大
正
三
年
に
帰
国
し
て
い
る
。
そ
し
て
同
五
年
に
妻
子
を
連
れ
て
「
鉱
業
に
従
事
」
す
る
た
め
再
び
韓
国
へ
渡

り
、
平
安
北
道
亀
城
で
生
活
を
始
め
る
が
、
同
八
年
に
帰
郷
。
『
暦
書
・
呪
符
・
霊
簸
』
の
表
紙
裏
に
、
一
月
一
六
日
祭
・
二
月
春
分

祭
・
三
月
清
明
祭
．
七
月
盆
祭
．
八
月
秋
分
祭
と
書
い
た
箇
所
の
右
傍
ら
に
「
戊
午
年
韓
国
亀
城
ニ
テ
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
が
、
戊

午
年
は
大
正
七
年
（
一
八
八
五
）
で
、
智
改
氏
が
亀
城
に
滞
在
し
て
い
た
時
期
と
符
合
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
ハ
ン
グ
ル
の
原

よ
る
限
り
西
福
寺
や
臨
海
寺
に
も
存
在
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
こ
の
系
統
の
御
簸
本
は
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
琉

球
に
お
い
て
普
及
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

『
行
年
運
琉
訳
』
は
、
一
定
の
方
法
で
算
出
さ
れ
る
占
者
の
生
れ
た
年
・
月
・
日
の
三
桁
の
数
字
に
よ
っ
て
運
勢
を
判
断
す
る
も
の

で
あ
る
。
こ
の
三
桁
の
数
字
の
算
出
方
法
に
つ
い
て
は
、
「
行
年
運
看
数
法
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

三
特
異
な
御
鍵
本
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（
（
表
２
）
参
照
）

こ
の
『
行
年
》

秘
訣
』
と
見
て

こ
の
よ
う
な
基
準
で
算
出
さ
れ
た
数
字
は
、
百
の
位
（
上
卦
）
が
一
～
八
、
十
の
位
（
中
卦
）
が
一
～
六
、
一
の
位
（
下
卦
）
が
一

～
三
の
三
桁
の
数
字
の
組
み
合
わ
せ
で
一
一
一
か
ら
八
六
一
一
一
ま
で
百
四
十
四
卦
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
数
字
の
下
に
は
卦
名
が
書
か
れ
て
い

る
（
た
だ
し
錯
簡
も
見
ら
れ
る
）
。
そ
し
て
四
言
一
一
句
の
卦
象
、
さ
ら
に
「
此
卦
や
」
で
始
ま
る
解
義
が
琉
球
語
で
書
か
れ
て
い
る
。

百
の
位
…
占
人
の
年
齢
数
と
占
年
の
干
支
数
を
足
し
て
八
で
割
っ
た
残
数

十
の
位
…
生
ま
れ
月
が
大
月
な
ら
ば
三
十
、
小
月
な
ら
ば
一
一
十
九
に
、
生
ま
れ
月
の
干
支
数
を
足
し
て
六
で
割
っ
た
残
数

一
の
位
…
生
ま
れ
日
（
十
日
な
ら
十
）
に
、
生
ま
れ
日
の
干
支
を
足
し
て
三
で
割
っ
た
残
数

（
表
と
干
支
数
見
分
け
表

『
行
年
運
琉
訳
』
の
元
は
、
李
氏
朝
鮮
時
代
の
十
六
世
紀
に
李
之
函
と
い
う
人
（
士
亭
は
号
名
）
が
書
い
た
占
い
の
本
『
土
亭

と
見
て
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。
『
士
亭
秘
訣
』
は
複
数
の
流
布
本
が
あ
る
が
、
吉
浜
智
改
氏
が
ど
の
本
を
参
照
し
た
か
は
今
の
と

Ｉ
Ｉ
１

ｉ
ｉ
ｉ

ｉ
Ｉ
ｉ

Ｉ
１
Ｉ

Ｉ
…
１

１
…
ｉ
ｉ
Ｉ

※
〈
筆
者
注
〉
例
え
ば
生
ま
れ
年
の
干
支
が
「
甲
午
」

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
甲
は
（
表
１
）
の
天
干
数
を
見

る
と
十
で
、
午
は
大
歳
数
を
見
る
と
八
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
干
支
数
は
十
八
と
な
る
。
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七八九十

天
干
数

丑
・
未
…
十
二

辰
・
戌
…
十
二

申
・
酉
…
十
一

亥
・
子
…
十

寅
・
卯
…
九

巳
・
午
…
八

大
歳
数

巳
・
亥
…
三

辰
・
戌
…
四

卯
・
酉
…
五

寅
・
申
…
六

丑
・
未
…
七

子
・
午
…
八

月
建
数

丑
・
未
…
十

辰
・
戌
…
十

申
・
酉
…
九

亥
・
子
…
八

寅
・
卯
…
七

巳
・
午
…
六

日
辰
数



こ
ろ
把
握
し
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
『
土
亭
秘
訣
』
の
単
な
る
琉
球
語
翻
訳
本
で
は
な
く
、
『
土
亭
秘
訣
』
に
書
か
れ
た
卦
象
を

吉
浜
智
改
氏
自
身
が
琉
球
語
で
解
義
を
加
え
た
も
の
と
思
料
さ
れ
る
。
旧
版
か
ら
新
版
に
至
る
過
程
で
も
、
大
意
は
変
わ
ら
な
い
が
文

字
表
現
等
で
か
な
り
の
修
正
が
な
さ
れ
て
い
る
。
興
味
深
い
の
は
三
桁
の
数
字
の
上
に
通
し
番
号
が
振
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
通

し
番
号
は
『
土
亭
秘
訣
』
に
は
な
い
の
で
生
年
月
日
に
よ
る
複
雑
な
数
値
を
算
出
す
る
よ
り
も
抽
錨
と
い
う
も
っ
と
簡
便
な
利
用
法

を
考
え
て
吉
浜
智
改
氏
が
付
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
遺
品
と
し
て
一
～
一
四
四
の
番
号
が
書
か
れ
た
竹
籔
と
そ
れ
を
入
れ
る
筒
が
吉

浜
家
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
こ
と
を
裏
づ
け
て
い
る
。

ち
な
み
に
『
行
年
運
琉
訳
』
の
最
初
の
一
番
を
挙
げ
て
み
る
。

又
女
元
祖
の
嫡
子
求
め
て
風
水
改
め
七
月
八
月
か
ら
や
思
事
叶
は
て
正
月
十
月
に
や
財
物
の
喜
び
の
あ
ん

や
し
が
四
五
月
や
僅
か
し
ロ
事
の
あ
ら
ん
り
す
く
と
た
し
な
み
第
一
ど
う

解
義
の
部
分
を
標
準
語
に
訳
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

此
の
卦
は
憂
い
を
散
ら
し
て
喜
び
を
求
め
る
卦

１

東
風
解
氷
枯
木
逢
春

此
卦
や
憂
い
散
じ
て
喜
び
求
め
ゆ
る
卦

く
れ
迄
や
雪
霜
に
ウ
タ
リ
枯
木
の
チ
ム
エ
ー
思
い
じ
ゃ
叶
は
ら
ん
常
に
あ
ァ
あ
ァ
肝
内
や
泣
チ
く
ら
ち
居
た
る
く
と
や
し

が
誠
真
実
の
神
仏
ま
で
ん
御
感
動
ミ
ソ
ー
チ
寅
卯
の
方
青
龍
の
神
に
助
け
ら
れ
散
り
て
ウ
タ
ル
一
門
ん
心
打
ち
合
ち
旅

に
居
し
ま
で
ん
引
き
寄
し
ミ
セ
ー
ル
み
ぐ
る
縁
の
叶
は
て
ナ
マ
か
ら
や
塞
さ
ぢ
居
た
る
胸
内
ん
春
雪
の
解
け
ゆ
る
喜
び

の
卦

乾
之
妬
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琉
球
に
伝
わ
っ
た
御
簸
本
は
観
音
霊
銭
が
主
で
あ
る
が
、
日
本
の
元
三
大
師
系
統
の
も
の
よ
り
も
中
国
系
統
の
も
の
が
比
較
的
多
い
。

し
か
し
中
国
系
統
の
霊
銭
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
の
で
は
な
く
、
琉
球
で
独
自
に
解
義
が
施
さ
れ
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
る
。
北
谷

の
三
世
相
金
良
宗
邦
氏
が
所
蔵
し
て
い
た
観
音
霊
銭
に
は
「
明
善
先
生
」
と
鄭
元
偉
（
湖
城
親
方
）
の
解
義
が
見
ら
れ
、
久
米
島
の
上

江
洲
家
文
書
で
も
西
福
寺
や
臨
海
寺
の
僧
侶
の
も
の
と
思
わ
れ
る
解
義
が
確
認
さ
れ
る
。

ま
た
韓
国
の
占
い
本
を
琉
球
語
で
解
義
し
、
さ
ら
に
抽
簸
に
転
用
し
た
も
の
も
久
米
島
に
残
っ
て
い
る
。

『
行
年
運
琉
訳
』
は
、
韓
国
で
流
布
し
て
い
た
生
年
月
日
の
干
支
に
よ
る
行
年
運
を
判
断
す
る
占
い
本
が
、
吉
浜
智
改
氏
に
よ
っ
て

琉
球
語
の
解
義
が
付
さ
れ
、
さ
ら
に
抽
鍍
に
転
用
さ
れ
た
希
有
な
事
例
と
言
え
よ
う
。

こ
れ
ま
で
雪
霜
に
打
た
れ
て
枯
れ
て
し
ま
っ
た
木
の
よ
う
に
、
思
い
が
叶
わ
な
い
。
い
つ
も
あ
－
あ
－
と
心
の
中
で
泣
き
暮
ら
し

て
い
た
が
、
誠
・
真
実
の
神
仏
ま
で
も
が
感
動
し
て
、
寅
卯
の
方
に
い
る
青
龍
の
神
に
助
け
ら
れ
、
離
散
し
て
い
た
一
門
縁
者
が

心
打
ち
合
わ
せ
、
旅
に
あ
る
人
ま
で
も
引
き
寄
せ
て
下
さ
っ
た
。
回
る
縁
が
叶
い
、
こ
れ
か
ら
は
塞
ぎ
が
ち
で
あ
っ
た
胸
の
内
も

春
の
雪
解
け
の
よ
う
な
喜
び
で
あ
る
。

ま
た
女
元
祖
も
嫡
子
を
期
待
し
て
風
水
を
改
め
、
七
月
・
八
月
か
ら
は
思
う
事
も
叶
い
、
正
月
・
十
月
に
は
財
物
の
喜
び
が
あ
る

し
か
し
四
五
月
は
い
さ
さ
か
口
裏
も
あ
る
や
も
知
れ
な
い
の
で
、
心
が
け
が
第
一
で
あ
る
。

で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に
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冒
頭
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
沖
縄
で
も
近
年
、
本
土
の
業
者
の
斡
旋
で
自
動
販
売
の
お
み
く
じ
器
を
導
入
し
た
寺
社
は
多
い
が
、
そ

れ
以
前
は
蕊
を
ひ
い
て
出
て
き
た
番
号
の
札
紙
を
渡
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
霊
銭
は
日
本
本
土
で
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
同
じ
で
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
な
琉
球
の
霊
鍍
が
そ
の
後
用
い
ら
れ
た
形
跡
は
今
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
な
い
。

注

（
１
）
二
又
淳
「
元
三
大
師
御
闘
本
一
覧
稿
」
（
『
近
世
文
芸
研
究
と
評
論
』
六
一
）

（
２
）
中
村
公
一
『
一
番
大
吉
－
お
み
く
じ
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
ー
』
（
大
修
館
書
店
、
一
九
九
九
年
）
、
大
野
出
『
江
戸
の
占
い
』
（
河

出
書
房
新
社
、
二
○
○
四
年
）
、
宇
津
純
「
元
三
大
師
と
お
み
く
じ
」
（
『
仏
教
民
俗
学
大
系
』
８
、
名
著
出
版
、
一
九
九
六
年
）
、

酒
井
忠
夫
「
中
国
の
銭
と
薬
鍍
」
弓
中
国
の
霊
籔
・
薬
籔
集
成
』
風
響
社
、
一
九
九
二
年
）

（
３
）
上
江
洲
家
文
書
な
ど
久
米
島
の
家
文
書
の
目
録
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
「
基
盤
研
究
ｗ
「
前
近
代
久
米
島

文
化
の
復
元
」
（
代
表
者
横
山
俊
夫
）
の
報
告
書
と
し
て
公
刊
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）
「
久
米
村
境
の
寺
院
」
（
『
真
境
名
安
興
全
集
』
第
一
一
一
巻
八
一
一
頁
、
琉
球
新
報
社
、
一
九
九
三
年
）

（
５
）
中
村
公
一
前
掲
注
（
２
）
箸
二
二
○
頁
。

（
６
）
酒
井
忠
夫
前
掲
注
（
２
）
解
説
。

文
化
の
復
元
」
（
代
表
者
幟

（
４
）
「
久
米
村
境
の
寺
院
」
ｓ
真
暗

（
５
）
中
村
公
一
前
掲
注
（
２
）
著
一

（
６
）
酒
井
忠
夫
前
掲
注
（
２
）
解
》

（
７
）
宇
津
純
前
掲
注
（
２
）
論
文
。

（
８
）
三
浦
國
雄
「
沖
縄
に
伝
来
し
」

「
沖
縄
に
伝
来
し
た
『
万
宝
全
書
Ｅ
（
『
風
水
・
暦
・
陰
陽
師
』
所
収
、
椿
樹
書
林
、
二
○
○
五
年
）
。
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ｌ｜
番
号
Ｉ

（
表
２
）
吉
浜
智
改
『
行
年
運
琉
訳
』

団匹

、
ゴ
ア
ヒ

L１ＵＬ

Ｈ五五四四匹

覆履腫乾乾蔚

推画囲鷲望

録人卜

ｍＦｑ趣訂画当

ヨ根

Ｕ部解ｌＨｌｊＹｌ

与眠

房多舌長

E身已玉亘

明上親波訂

ン

のｉ米のＵ

私のＢかの１函Ⅱ蚕lli石Ｃ

史HIj黙
円、－五勺 ］望

蹟ﾕﾖ’Ｃ）雫

Ｆ）Ｕ

：
’

１

－２０５－

一
一
二
（
乾
之
媚
）
東
風
解
氷
枯
木
逢
春
憂
い
散
じ
て
喜
び
求
め
る
卦

二
二
二
（
乾
之
同
人
）
望
月
円
満
更
有
欠
時
今
の
世
で
は
心
放
る
が
し
の
卦

三
二
三
（
乾
之
履
）
鷲
棲
柳
枝
片
々
黄
金
上
上
の
引
き
立
て
受
け
立
身
の
卦

四
二
二
（
履
之
訟
）
囲
碁
消
日
落
子
丁
々
立
身
の
卦
だ
が
、
口
事
の
障
あ
り

五
二
一
二
（
履
之
無
妄
）
画
虎
不
成
反
為
狗
子
道
に
迷
う
卦

六
二
一
三
（
履
之
乾
）
錐
曰
箕
箒
旧
室
尚
存
心
労
の
強
い
卦

七
三
二
（
同
人
之
迩
）
老
人
対
酌
酔
睡
泥
々
喜
び
重
ね
て
一
家
繁
昌
の
卦

八
一
三
二
（
同
人
之
乾
）
草
緑
江
辺
郁
々
青
々
誠
の
徳
の
廻
り
あ
り

九
一
三
三
（
同
人
元
妄
）
雪
満
窮
巷
孤
松
特
立
波
風
の
強
い
卦

一
○
’
四
一
（
元
妄
之
否
）
萬
頃
槍
波
一
葉
扁
舟
親
子
和
陸
失
い
、
さ
迷
う

二
一
四
二
（
元
妄
之
履
）
千
人
作
之
年
禄
長
久
上
上
の
運
気

二
一
一
四
三
（
元
妄
之
同
人
）
夜
雨
行
人
進
退
苦
々
明
け
雲
の
拝
め
な
い
卦

一
三
一
五
一
（
媚
之
乾
）
緑
木
求
魚
事
々
多
滞
財
物
求
め
て
病
難
受
け
る
卦

一
四
一
五
二
（
媚
之
遮
）
火
及
棟
櫟
燕
雀
安
知
心
労
事
の
目
の
前
に
あ
る
卦

一
五
一
五
三
（
垢
之
訟
）
年
錐
値
荒
飢
者
逢
豊
運
数
が
足
ら
ず
哀
れ
苦
し
む

番
号

年
月
日
の
干
支
数
（
卦
名
）

卦
象

解
義

備
考



＝＝＝＝一一一一一一一一一一

一一・○九八七六五四三二一○九八七六

一
六
一
（
訟
之
履
）

一
六
二
（
訟
之
否
）

一
六
三
（
訟
之
垢
）

二
一
一
（
央
之
太
過
）

二
一
二
（
央
之
革
）

二
一
一
一
一
（
夫
之
免
）

二
二
一
（
免
之
困
）

二
二
二
（
克
之
随
）

二
一
一
一
一
一
（
免
之
夫
）

二
三
一
（
革
之
成
）

二
一
一
一
二
（
革
之
央
）

一
一
三
一
一
一
（
革
之
随
）

二
四
一
（
随
之
革
）

二
四
二
（
随
之
免
）

一
一
四
三
（
随
之
革
）

二
五
一
（
大
過
之
央
）

二
五
二
（
大
過
之
成
）

二
五
三
（
大
過
之
困
）

鵬黎籍吏鬘：'鱸雇目ＨｉＭ詫劉綴鳶
春廉求告塚不得山不花購安風煉｜夜停起新
城家仙引上安水｜君為凋天分波炉藥｜止処露

一
枝
梅
花

魚
龍
浴
水

白
露
既
降

錦
衣
還
郷

終
成
大
器

驚
人
損
財

反
有
乖
常

陰
雨
巌
々

一
枝
花
開

更
待
何
時

進
退
両
難

変
化
無
窮

出
他
心
間

今
人
葬
之

罪
及
念
外

反
為
虚
妄

窮
居
無
所

萬
和
方
暢

一
家
に
不
和
あ
り

今
苦
し
む
も
、
や
が
て
福
徳
現
る

因
縁
作
ら
ず
心
安
々
と
慎
む
く
し

成
功
立
身
の
卦

三
代
目
の
子
係
必
ず
大
成
功
す
る

方
々
か
ら
ロ
事
が
入
る
卦

自
身
の
分
を
わ
き
ま
え
よ

晴
れ
晴
れ
と
し
た
天
気
に
雨
が
降
る

花
が
落
ち
て
又
咲
く
卦

夜
が
明
け
御
日
が
上
が
る
卦

去
年
か
ら
の
心
配
が
除
か
れ
る

元
祖
加
護
で
一
門
親
類
喜
び
あ
り

中
柱
が
弱
っ
て
嫡
子
が
不
安
定

先
主
の
遺
念
が
掛
か
る
卦

口
事
の
あ
る
卦

物
事
急
ぐ
べ
か
ら
ず

自
家
を
出
て
道
に
迷
う
卦

上
下
心
打
ち
合
わ
せ
喜
ぶ
卦

上
下
句
が
逆
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五
○

五
一 四四

九八

四
七 四

六

三
四

三
五

一
一
二
ハ

三
七

三
八

三
九

四
○

四
一

四
二

四
三

四
四

四
五

五五五四四四

一ハ 一ハ 一ハ

（
鼎
之
未
済
）

（
鼎
之
旅
）

（
鼎
之
大
有
）

（
嘘
噛
之
離
）

（
唾
噴
之
瞬
）

（
離
之
唾
嘘
）

（
嘘
噴
之
晋
）

（
離
之
大
有
）

（
離
之
旅
）

（
膜
之
嘘
壗
）

（
瞬
之
大
有
）

（
大
有
之
膿
）

（
膜
之
未
済
）

（
大
有
之
鼎
）

（
大
有
之
離
）

（
困
之
大
過
）

ｌ

（
困
之
革
）

（
困
之
見
）

弱
小
勝
國
間
於
斉
楚

年
少
青
春
足
踏
高
山

馳
駆
四
方
山
程
水
路

未
嫁
閨
女
弄
玉
不
當

青
龍
朝
天
雲
行
雨
施

射
虎
南
山
連
貫
五
中

萬
里
長
程
去
々
高
山

陽
蟹
大
貿
手
弄
千
金

北
郎
山
下
新
建
茅
屋

有
弓
無
矢
来
賊
何
防

暮
春
三
月
花
落
結
賞

事
多
慌
忙
遼
出
魍
魎

方
病
大
腫
篇
鵲
難
麗

清
明
夜
月
独
座
叩
盆

Ｉ
１
１

宵
馬
伝
来
醗
夫
得
配

忙
々
帰
客
臨
渡
無
船

千
里
他
郷
喜
逢
古
人

年
不
雨
年
事
可
知

家
内
の
運
気
が
不
足

親
の
意
見
を
聞
く
く
し

雨
露
の
恵
み
受
け
る
卦

物
を
噛
ん
で
も
消
化
せ
ず
滞
る

財
物
銭
金
の
た
め
に
苦
し
む
卦

旅
人
の
万
里
山
坂
越
え
て
長
旅
す

名
誉
蝿
く
卦

福
徳
の
神
の
集
ま
る
卦

物
事
落
ち
藩
か
な
い
卦

片
割
れ
の
卦

成
功
立
身
の
卦

病
難
口
舌
の
卦

家
屋
敷
荒
れ
、
家
鬼
荒
れ
の
卦

嫁
取
り
婿
取
り
の
卦

道
に
迷
う
卦

孝
事
求
の
る
卦

夫
婦
離
別
の
卦

苦
し
み
の
中
喜
び
を
見
る
卦

一ハ
の
卦
象

の
卦
象

－２０７－



六六六六六六六六六六五五五五五五五五
九八七六五四三二一○九八七六五四三二

三
六
一
（
未
済
之
吹
）

三
六
二
（
未
済
之
晋
）

三
六
三
（
未
済
之
鼎
）

四
二
（
大
壮
之
恒
）

四
一
二
（
大
壮
之
豊
）

四
一
三
（
大
壮
之
帰
妹
）

四
二
一
（
帰
妹
之
解
）

四
二
二
（
帰
妹
之
震
）

四
二
三
（
帰
妹
之
大
壮
）

四
三
一
（
豊
之
大
過
）

四
三
二
（
豊
之
大
壮
）

四
一
一
一
三
（
豊
之
震
）

四
四
一
（
震
之
豫
）

四
四
二
（
震
之
帰
妹
）

四
四
三
（
震
之
豊
）

四
五
一
（
恒
之
大
壮
）

四
五
二
（
恒
之
過
）

四
五
三
（
恒
之
解
）

薫鱗繼鱗鱗騨鬘
艫愚iii'覺鵬辮鐘庸繊|鰔瀦鴇
鰯笙凛鰄'請息鱗,蕾騨鰍|議嘗,1Ｗ

上
元
祖
と
中
元
祖
が
和
合
せ
ず

福
徳
和
合
し
子
孫
喜
ぶ

旅
立
ち
の
卦

狼
狽
し
て
善
し
悪
し
が
わ
か
ら
な
い

空
元
気
、
無
駄
騒
ぎ
を
諌
め
る
卦

望
み
事
叶
い
て
喜
ぶ
卦

人
の
恨
み
受
け
る
卦

兄
弟
が
友
人
達
に
害
せ
ら
れ
る

縁
談
話
は
時
宜
を
失
な
う
な

難
事
は
目
の
前
近
く
に
あ
り

所
を
変
え
る
か
、
旅
立
ち
の
卦

依
枯
晶
属
が
強
い
卦

音
は
あ
る
が
形
が
見
え
な
い
卦

大
海
に
浮
か
ぶ
小
舟
波
風
に
漂
う

難
儀
を
厭
い
五
体
を
遊
ば
せ
る

心
し
て
急
ぐ
卦

虚
言
が
本
当
に
、
夢
が
正
夢
に

官
福
和
合
の
卦
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八八八八八八八八七七七七七七七七七七
七六五四三二一○九八七六五四三二一○

四
六
一
（
解
之
豫
）

四
六
二
（
解
之
豫
）

四
六
三
（
解
之
恒
）

五
二
（
小
畜
之
巽
）

五
一
二
（
小
畜
之
家
人
）

五
一
三
（
小
畜
之
中
孚
）

五
二
一
（
中
孚
之
換
）

五
二
二
（
中
孚
之
益
）

五
二
三
（
中
孚
之
小
畜
）

五
三
一
（
家
人
之
漸
）

五
三
一
一
（
家
人
之
小
畜
）

五
三
三
（
家
人
之
益
）

五
四
一
（
益
之
観
）

五
四
二
（
益
之
中
孚
）

五
四
三
（
益
之
家
人
）

五
五
一
（
巽
之
乾
）

五
五
二
（
晋
之
潮
）

五
五
三
（
巽
之
復
）

避
嫌
出
谷

萬
里
無
雲

玉
兎
升
東

桐
竹
相
争

池
中
之
魚

揮
地
而
居

敗
軍
之
将

二
月
桃
李

両
虎
相
闘

龍
生
頭
角

見
而
不
食

厳
手
提
弓

三
十
六
計

一
把
刀
刃

先
人
邸
基

妖
魔
入
廷

四
皓
囲
碁

清
風
明
月

仇
者
懐
鍋

海
天
一
碧

清
光
可
愛

身
入
麻
田

終
無
活
計

福
禄
綿
々

無
面
到
営

逢
時
欄
慢

望
者
失
色

然
後
登
天

豊
中
一
餅

射
而
不
中

走
行
第
一

害
人
何
事

都
在
大
楳

作
襲
芝
蘭

消
遣
世
慮

対
酌
美
人

怨
み
あ
る
人
に
仇
討
ち
さ
れ
る
卦

思
う
事
多
く
、
心
定
ま
ら
ず

宝
取
る
運
気

自
由
失
う
卦

池
の
魚
の
水
や
物
を
欲
す
る
心

子
孫
繁
昌
、
財
物
の
栄
え
を
喜
ぶ

儲
け
の
旅
に
出
て
失
敗
し
帰
る

誠
の
神
に
助
け
ら
れ
喜
び
の
卦

驚
く
事
の
あ
る
卦

資
格
（
力
・
資
本
金
）
備
わ
ら
な
い

物
に
迷
わ
さ
れ
る
卦

目
的
相
違
す
る
卦

立
ち
出
で
る
卦

短
気
は
禁
物

先
は
本
（
根
）
次
第

屋
敷
荒
れ
の
卦

家
内
に
波
風
立
つ
気
配

和
団
和
合
の
卦

上
下
句
が
逆
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－－一一一一九九九九九九九九九九八八
○○○○○○九八七六五四三二一○九八
五四三二一○

五
六
一

五
六
二

五
六
三
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六
四
一

六
四
二

六
四
三

一
ハ
ー
ー

ー
ハ
一
一
一

一
ハ
’
一
一
一

一
ハ
一
一
一

一
ハ
一
一
一
一

一ハ一一一一一

六
五
一

六
五
二

六
五
三
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風
起
西
北

寳
鼎
煮
丹

深
入
青
山

桂
花
開
落

怒
奔
燕
軍

骨
肉
相
争

心
小
臓
大

捕
兎
干
海

暗
中
行
人

平
地
風
波

植
蘭
青
山

若
有
縁
人

三
顧
未
看

僅
錐
脱
剣

投
入
干
泰

寵
中
囚
鳥

雪
裡
梅
花

成
功
者
去

鱗篭,離灘繍灘；

ロ
事
官
事
の
卦

功
立
て
て
益
の
な
い
卦

奥
山
に
入
る
卦

下
り
坂
下
り
暗
闇
に
向
か
う
卦

怒
り
、
腹
立
ち
の
卦

一
家
離
散
の
卦

胆
心
を
広
く
落
ち
つ
け
よ

心
の
迷
い
は
裏
に
慎
み
を
欠
く

闇
を
出
て
明
か
り
に
向
か
う
卦

波
風
の
強
い
卦

奥
山
に
咲
く
蘭
の
花
の
卦

苦
し
み
の
後
に
楽
見
る
卦

肝
願
い
立
て
る
卦

災
難
か
ら
災
禍
に
か
か
る
卦

家
内
の
運
気
の
弱
さ

自
由
に
な
る
卦

雪
霜
の
中
に
梅
の
花
心

水
の
神
の
答
め
受
け
る
卦

六
一
三
～
六
一
一
一
一
一

は
五
六
三
の
後
に

続
く
べ
き
。
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○九八七六＝￣一○九八七六五四三二一一

六
六
一
（
吹
之
節
）

六
六
二
（
吹
之
比
）

六
六
三
（
攻
之
井
）

七
二
（
大
畜
之
娠
）

七
一
二
（
大
畜
之
賞
）

七
一
三
（
大
畜
之
損
）

七
一
二
（
損
之
蒙
）

七
二
二
（
損
之
頤
）

七
一
一
三
（
損
之
大
畜
）

七
三
一
（
賞
之
艮
）

七
三
二
（
賞
之
大
畜
）

七
一
一
一
三
（
賞
之
頤
）

七
四
一
（
頤
之
剥
）

七
四
二
（
頤
之
損
）

七
四
三
（
頤
之
賞
）

七
五
一
（
盤
之
大
畜
）

七
五
二
（
蝿
之
艮
）

七
五
三
（
錘
之
蒙
）

九
重
丹
桂

六
里
青
山

九
月
丹
楓

尋
芳
春
日

銀
鱗
萬
鮎

萬
物
成
功

一
渡
蒼
海

日
中
不
快

龍
肇
虎
踞

遍
踏
帝
城

雷
門
一
聾

魚
龍
変
化

六
馬
交
馳

前
程
早
判

早
朝
起
程

三
日
之
程

天
心
日
光

一
渡
長
江

繩目姦繊,鴇,蔦補箪蓬臘鯛蕊鰄
非万行何有得不驚共際多何相未花牧別析
深里之事時意測倒開會魔済合成開丹界挿

早
す
ぎ
て
も
遅
す
ぎ
て
も
駄
目

物
事
明
ら
か
な
卦

物
比
べ
す
る
卦

言
葉
と
実
と
合
わ
な
い
卦

相
棒
の
不
足
の
卦

天
地
和
合
の
卦

一
家
破
り
の
卦

意
気
地
が
な
い
卦

物
事
改
め
て
福
徳
求
め
る
卦

墓
の
荒
れ
は
風
水
の
不
適

驚
き
事
の
あ
る
卦

御
天
事
知
ら
ん
卦

シ
ジ
（
霊
力
）
高
い
卦

自
分
の
先
程
を
判
る
卦

子
孫
の
道
に
障
い
事
あ
り

事
の
早
ま
る
卦

陰
徳
の
光
り
輝
く
卦

天
徳
の
御
助
け
受
け
る
卦

七七七

の
卦
象

の
卦
象

の
卦
象
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一
二
四

一
二
五

一
一
一
一
ハ

’
二
七

一
二
八

一
二
九

一
三
○

一一一一一

一一一一一一

一一一一一一一

一
三
四

一
三
五

一
一
一
二
ハ

一
三
七

一
三
八

一
三
九

一
四
○

’
四
一

七
六
一
（
蒙
之
損
）

七
六
二
（
蒙
之
剥
）

七
六
三
（
蒙
之
蝿
）

八
二
（
泰
之
升
）

八
一
二
（
泰
之
明
夷
）

八
一
三
（
泰
之
臨
）

八
二
一
（
臨
之
師
）

八
二
二
（
臨
之
坤
）

八
二
三
（
臨
之
泰
）

八
三
一
（
明
夷
之
謙
）

八
三
二
（
明
夷
之
泰
）

八
三
一
一
一
（
明
夷
之
復
）

八
四
一
（
復
之
坤
）

八
四
二
（
復
之
臨
）

八
四
三
（
復
之
明
夷
）

八
五
一
（
升
之
泰
）

八
五
二
（
升
之
謙
）

八
五
三
（
升
之
吹
）

一
人
之
害

随
時
應
物

飛
龍
在
天

萬
里
長
空

入
火
不
傷

凶
方
宣
避

乗
龍
乗
虎

三
陽
同
気

九
秋
霜
降

往
釣
干
水

入
山
修
道

静
中
滋
味

礒
々
浮
生

採
薪
飲
水

人
有
旧
縁

曇
食
衆
心

一
入
山
門

入
山
檎
虎

絲灘纈累|鰄蔓iii瀧湘鯛農
調|il'鳶勢纈灘皇'鴨紫,蕊鬮騏|鳩,ヌ

狂
い
者
の
卦

時
物
に
随
っ
て
世
渡
り
す
る
卦

龍
の
天
に
登
る
卦

物
事
清
か
な
卦

難
に
逢
っ
て
も
差
し
支
え
な
し

方
角
定
め
る
卦

軍
師
之
卦

萬
物
栄
え
る
卦

物
事
元
に
帰
る
卦

龍
神
山
神
の
御
助
け
受
け
る
卦

場
所
柄
と
業
が
合
わ
な
い
卦

波
風
の
後
に
静
か
に
な
る
卦

安
楽
な
卦

願
い
事
は
最
後
ま
で

陰
徳
が
廻
り
人
の
助
け
受
け
る
卦

側
虫
に
害
さ
れ
る
卦

勤
め
人
業
を
捨
て
る
卦

刃
物
持
っ
て
虎
の
穴
に
入
る
例

上
下
句
逆

八八

の
卦
象

の
卦
象
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注
四
言
二
句
の
卦
象
は
、
各
種
『
土
亭
秘
訣
』
本
に
よ
っ
て
差
異
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
比
較
的
類
似
す
る
昭
和
十
五
年

文
字
と
の
相
違
を
示
す
。

を
引
い
た
。
ま
た
解
義
の
部
分
は
、
冒
頭
に
「
此
の
卦
や
…
卦
」
と
あ
る
も
の
と
な
い
も
の
が
あ
り
、
記
述
の
統
一
は
図
ら
れ

て
い
な
い
の
で
、
適
宜
内
容
の
一
部
を
標
準
語
で
挙
げ
た
。

（
一
九
四
○
）
発
行
の
『
十
二
朔
運
吉
凶
判
断
二
十
八
句
土
亭
秘
訣
』
（
徳
興
書
林
）
と
照
合
し
、
相
違
す
る
文
字
に
は
傍
線

な
お
卦
名
の
傍
線
は
、
金
赫
済
注
解
『
十
二
朔
運
月
別
吉
凶
四
十
五
句
原
本
土
亭
秘
訣
』
（
明
文
堂
、
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